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第十三首
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概要

第十二首「シヒ」の「カム」から直接に（スヒ）持続的に（チ）定着（ニ）されて、個々の（ツ）目
に見えぬ（ヌ）「クヒ」が打たれ、現象（イ）に伴って（モ）生命を（イ）保つ（ク）ための「ク
ヒ」となるのである。

六方環境（オ）正反親和（ホ）の重合（ト）の変遷（ノ）の持続（チ）によって、六方環境（オ）か

ら正反親和（ホ）の重合（ト）の変遷（ノ）の方向性（ヘ）が定まってくる。そして六方環境（オ）
から正反に伴って（モ）出た（タ）カムミの量（ル）の「オモタル」（＝その方向に定着されただけ
のオモサ、質量）をもち、それが潜象過渡（アヤ）の「カシコネ」（＝カのシメシの繰り返し（コ）

の根元）となって、「イサのナミ」と「イサのナギ」（流動性と粒子性）のハタラキを発現し、重合
四相（トヨ）の「カブシヌ」（＝カが増えて（フ）「カシコネ」のアマナ（核）に被さるように（カ

ブ）示されている（シ）目に見えぬ（ヌ）もの。すなわち原子と原子核のこと）と「ウキフネ」（＝
カから発生して（ウキ）増えた（フ）潜象の（ヌ）もの、物理的には核子の陽子、隠子、中性子にあ
たる）とによって「マカハコクニ」（＝マとカの正反重合の繰り返しで自由に構成されたもの、物理
的には原子にあたる）が構成されるのである。

第十三首では生命発生の物理をカムからうたれた「クヒ」として、それがハコクニ（原子）のアマナ
（核）となり、それなりの質量（オモタル）を持つという物理が示されている。



第十四首
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概要

六方環境の親和の繰り返しの重合（オホコト）のオシヲ（環境（オ）から示された（シ）四相をそな
えて発生したもの＝ヲ）は、「イ」の正反の個々の持続の（イハツチ）「ヒ」の繰り返し（コ）を受

け継ぐものであり、「イ」の正反に進む方向性（イハス）をヒメて「オホト」の「ヒ」から「ワケ」
られたものである。

それはアメの変遷したフタツのキの四相をもって発生したもの（アメノフキヲ）であり、「オホ」の
「ヤ」の「ヒコ」であり「カ」の受け取り方の「サ」（量）によって「ケ」（変化）して個々に
（ツ）「ワケ」られて変遷した（ノ）「ヲシテ」（存在を示されていくもの、原子分子）であり「オ

ホワタツミ」となる。それは正反（ハ）の「ヤ」の現象物（アキツ）の「ヒコ」であり、「イ」に
「モ」して正反（ハ）の「ヤ」の現象物（アキツ）のチカラを「ヒメ」ているのである

十三首で原子を示し、十四首では原子が環境の中で存在していることを示している。このことを「オ
オワタツミ」と示している。イハツチヒコからイハスヒメが現れ次々とヒコ・ヒメの状態を繰り返す

とその周りにイがモとなって発生する状態をいっている。細胞の増殖とは捉えず、環境の中に色々な
原子が次々と発生していると捉えるべき。



第十五首
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概要
「カ」が「ア」という現象レベルで個々の生命にカカワル「アワ」として捉えらえている。

第十五首は「オホヤマツミ」のナリタチのサトリ。

「カ」から「タ」したアワのナギ（何回も発生した粒子）はアワのナミ（反復されるミ）になりツラ
ナギナミ（連なったナギナミ）となる。それはアヤのミクマリであり、クニノミクマリ（分子原子に

変遷したミナカヌシ）であり、それによってアメが変遷してヒからサかれて正反に持続する現象粒子
（アメノクヒサモチ）を発生し、それがまとまってクニを構成する「クヒサモチ」（自由にヒからサ
かれて正反に持続する）となり、「シナツチヒコ」（現象界に示された統計的粒子）として。自由に

変遷を持続し（ククノチ）「オホヤマツミ」（オホのヤマに積まれた個々のミ）となるのであるが、
それは目に見えぬ持続の（ヌツチ）「カヤヌ」（目に見えぬカのヤ）をヒメている。

第十三首では、「アヤ カシコネ」といい、第十四首では「ハヤ アキツ ヒコ イモ ハヤ アキ
ツ ヒメ」と表現したモノ。現象の生命体にいつも「ヒメ」られて「ヒコ」されるモノ。その「ヒコ

ヒメ」によって生命が全うされているモノ。そのモノの物理をここでは「オホ」の側ではなく、「ア
ワ」の角度から示している。
ミクマリーカの（ミ）が自由に（ク）（マリ）になる
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アワ
ヒヒキ
アカ
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サヌキ
ヤタ

ヤ カヤヌ
ヒコ、コト
ヤコト
コトサトリ
サヌキアワ

ヤタノカ
ヒコヒメ、コメ
アメ、アメノ
ヒワケ
タケヒ



第十六首
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概要

「タ」した「カ」は「アワナギ アワナミ ツラナギナミ」となり、アメに変遷（ノ）して「アメノ
サツチ」になり、クニに変遷（ノ）して「クニノサツチ」となり、また、アメに変遷して「アメノサ

キリ」になり、クニに変遷して「クニノサキリ」となり、アメに変遷して「アメノクラト」となり、
クニに変遷して「クニノクラト」となる。六方環境（オ）の親和（ホ）の重合（ト）により「マ」に

統合（ト）するチカラを「ヒメ」て 統合（ト）し分離（リ）して変遷（ノ）し、「イ」（現象粒子
の最小単位）の正反（ハ）の自由な（ク）進行（ス）の二つの（フ）根

（ネ）となり、六方環境（オ）親和（ホ）の変化性（ケ）が個々（ツ）に「ヒメ」られているのであ
る。

第十四首で「アキツ ヒコ イモ ハヤ アキツ ヒメ」といって、現象に発生した「ヒコ」には、
必ず現象を生むチカラが「ヒメ」られているという物理を示し、第十五首では、そのヒメているもの
が「カタ」したアワのナギであることを示し、それが「ミクマリ」となって、多様な統計的な粒子

（シナツヒコ）となり自由な変遷を続けて現象の「オハヤマツミ」となる。そしてその際、元々のカ
タしたアワのチカラは潜象のまま（ヌツチ）「カヤヌ」としてヒメられている。

このようにカからタしたア「アワ ナギ」が多様な（クヒサ）自由な変遷を続けて（ククノチ）シナ
ツヒコ（電子とよばれるイハや原子分子とよばれるハコクニ）を生産するのは、現象のヒコに、現象
の形態（オホヤマ）をカタチつくる個々粒子（ツミ）に、ヌツチのカヤヌがヒメられているからであ
るという「カヤヌ」のナリを第十六首で述べている。
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サ キ リ アメ、アメノ


